
「
明
日
を
決
め
る
の
は
私
た
ち
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
5
月
3
日

の
有
明
防
災
公
園
は
5
万
人
の
人

波
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
「
２
０

０
０
万
人
署
名
」
が
１
２
０
０
万

人
を
突
破
し
、
６
月
い
っ
ぱ
い
署

名
を
続
け
る
こ
と
、
６
月
５
日
に

「
政
治
を
か
え
る
大
行
動
」
を
行

う
こ
と
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
改
憲
を
許
さ
な
い
運
動
を

進
め
る
多
彩
な
市
民
団
体
な
ど
に

加
え
、
野
党
４
党
党
首
も
揃
っ
て

登
壇
し
て
ア
ピ
ー
ル
。
日
本
共
産

党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
「
変
え

る
べ
き
は
憲
法
で
は
な
く
、
憲
法

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
政
治
」
と

強
調
し
、
民
進
党
の
岡
田
克
也
代

表
、
社
民
党
の
吉
田
忠
智
党
首
、

生
活
の
党
の
小
沢
一
郎
代
表
も

「
参
院
選
を
安
倍
政
治
を
終
わ
ら

せ
る
足
が
か
り
に
」
「
4
党
が
協

力
し
、
市
民
と
協
力
し
て
勝
ち
抜

こ
う
」
と
呼
び
か
け
、
万
雷
の
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

会
場
の
地
元
の
江
東
区
か
ら
も
、

「
戦
争
法
制
ぶ
っ
潰
せ
江
東
行
動
」

な
ど
の
市
民
団
体
や
労
組
、
多
く

の
個
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

嬉
野
京
子
さ
ん
は
、
返
還
前
の

沖
縄
に
は
宗
教
、
教
育
、
報
道
関

係
者
は
入
れ
な
い
状
況
下
で
「
米

軍
に
引
か
れ
た
少
女
」
の
写
真
を

撮
影
、
本
土
に
伝
え
、
占
領
下
の

沖
縄
の
実
態
を
告
発
し
ま
し
た
。

そ
し
て
戦
争
法
で
日
本
全
体
が

沖
縄
化
さ
れ
る
。
安
倍
首
相
を
追

い
込
も
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

元
山
氏
は
、
３
・
11
を
契
機
に
、

原
発
問
題
も
沖
縄
基
地
問
題
も
根

は
同
じ
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
秘
密
保
護
法
の
学
習
会

や
国
会
前
行
動
で
、
奥
田
氏
た
ち

と
一
緒
に
シ
ー
ル
ズ
を
立
ち
上
げ

た
経
過
を
紹
介
。

参
院
選
に
向
け
シ
ー
ル
ズ
は
、

野
党
の
統
一
候
補
の
勝
利
へ
活
動

を
始
め
て
い
る
と
決
意
を
報
告
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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熊
本
地
震
か
ら
１
カ
月

余
。
未
だ
に
続
い
て
い
る

余
震
は
１
５
０
０
回
に
迫

る
未
曾
有
の
震
災
で
す
▼

地
滑
り
や
寸
断
さ
れ
た
道

路
、
崩
落
し
た
家
屋
─
─
そ
こ
で

生
き
た
心
地
も
な
く
過
ご
し
て
い

る
被
災
者
の
国
を
挙
げ
た
救
援
が

急
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
変
な

時
に
、
国
民
の
税
金
を
食
い
荒
ら

す
疑
惑
が
噴
出
し
て
き
て
い
ま
す

▼
舛
添
都
知
事
は
か
つ
て
安
倍
政

権
の
厚
労
相
と
し
て
も
「
政
治
と

カ
ネ
」
追
及
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、

豪
華
海
外
出
張
や
公
用
車
で
の
別

荘
通
い
に
続
く
今
回
の
政
治
資
金

の
私
的
流
用
疑
惑
は
、
新
党
改
革

代
表
と
し
て
２
年
間
で
２
億
４
５

０
０
万
円
を
受
給
し
て
い
た
時
の

こ
と
で
す
▼
家
族
と
の
旅
行
や
食

事
ま
で
「
政
治
活
動
」
、
書
籍
や

美
術
品
購
入
は
「
資
料
」
と
強
弁

し
て
公
金
に
タ
カ
る
さ
も
し
い
意

図
は
、
説
明
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の

人
か
ら
ダ
メ
押
し
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
国
際
政
治
学
者
を
誇

示
す
る
氏
は
、
憲
法
９
条
２
項
に

自
衛
軍
保
持
を
入
れ
た
「
05
年
自

民
党
新
憲
法
草
案
」
の
執
筆
者
で

す
▼
国
の
税
収
で
は
、
つ
い
に
消

費
税
が
所
得
税
や
法
人
税
を
こ
え

て
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ナ

マ
文
書
に
よ
れ
ば
、
４
０
０
件
以

上
の
日
本
の
企
業
・
個
人
が
タ
ッ

ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
（
租
税
回
避
地
）

で
税
逃
れ
。
こ
の
よ
う
な
不
正
の

根
源
、
国
民
に
窮
乏
を
強
い
て
米

国
に
奉
仕
す
る
戦
争
法
の
具
体
化

を
進
め
る
亡
国
の
政
治
に
終
止
符

を
打
つ
、
野
党
共
闘
と
市
民
連
合

の
前
途
に
希
望
を
託
し
ま
し
ょ
う
。

「
臨
海
部
開
発
問
題
を
考
え
る

都
民
連
絡
会
」
は
4
月
27
日
、
豊

洲
文
化
セ
ン
タ
ー
で
学
習
会
を
開

催
し
、
講
師
の
岩
見
良
太
郎
・
埼

玉
大
学
名
誉
教
授
（
都
市
計
画
研

究
）
が
大
都
市
改
造
の
狙
い
と
戦

略
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
再
開
発
の
高
層
ビ

ル
計
画
が
進
む
江
東
区
内
や
中
央

区
か
ら
33
人
。

岩
見
氏
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

口
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
東
京
大

改
造
は
人
口
減
・
高
齢
化
で
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
は
乏
し
く
な
る
と
い

う
制
約
条
件
の
下
で
、
国
民
が
生

活
し
や
す
い
都
市
で
は
な
く
、

「
企
業
に
と
っ
て
世
界
一
魅
力
的

な
都
市
づ
く
り
」
を
目
的
に
し
て

い
る
と
分
析
。

そ
の
た
め
に
既
存
の
都
市
計
画

が
白
紙
化
さ
れ
、
特
定
街
区
、
高

度
利
用
地
区
、
再
開
発
等
促
進
区

な
ど
様
々
な
規
制
緩
和
手
法
が
展

開
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
「
企
業

参
加
の
強
化
と
住
民
参
加
の
弱
体

化
」
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
特

徴
と
指
摘
し
ま
し
た
。

江
東
区
で
も
豊
洲
な
ど
の
臨
海

部
に
加
え
て
、
都
営
地
下
鉄
・
西

大
島
駅
北
側
に
50
階
建
て
、
亀
戸

の
サ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
跡
地
に
60
階

建
て
の
超
高
層
化
計
画
が
進
ん
で

お
り
、
岩
見
氏
は
、
高
度
利
用
に

よ
る
容
積
率
プ
ラ
ス
で
誕
生
す
る

増
床
部
分
は
「
企
業
利
益
の
打
ち

出
の
小
槌
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
岩
見
氏
は
、
「
市
街
地

再
開
発
の
真
実
」
と
し
て
、
住
民

が
追
い
出
さ
れ
、
公
的
助
成
金
が

開
発
利
益
の
た
め
に
出
て
い
く
こ

と
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

◆
臨
海
都
民
連
が
学
習
会

「
臨
海
部
と
周
辺
地
域
の
大
規
模
開
発
を
考
え
る
」

埼
玉
大
名
誉
教
授
が
“
市
街
地
再
開
発
の
真
実
”
を
告
発

第８７回中央メーデー

「
核
兵
器

な
く
そ
う
」
「
憲

法

い
か
そ
う
」
「
命
が

だ
い

じ
」
「
９
条

ま
も
ろ
う
」
な
ど
、

単
語
を
区
切
っ
た
ピ
ー
ス
コ
ー
ル

と
、
先
頭
の
ラ
ッ
プ
調
の
音
楽
を

流
す
車
を
先
頭
に
、
今
年
も
被
爆

地
・
広
島
め
ざ
し
平
和
行
進
が
出

発
し
ま
し
た
。

５
月
６
日
、
夢
の
島
の
第
五
福

竜
丸
展
示
館
前
に
は
色
と
り
ど
り

の
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
と
７
０
０

人
の
参
加
者
は
、
東
京
や
宮
崎
、

沖
縄
、
長
崎
か
ら
広
島
を
め
ざ
す

通
し
行
進
者
６
人
の
決
意
に
拍
手

を
送
り
、
元
気
よ
く
行
進
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

憲
法
記
念
日
、
有
明
防
災
公
園
に
５
万
人

「
平
和
と
命
と
人
権
を
守
れ
」

市
民
団
体
が
呼
び
か
け

５

月

１

日

、

３

万

人

以

上

が

参

加

し

た

代

々

木

公

園

で

開

か

れ

た

メ

ー

デ

ー

中

央

集

会

。

写

真

は

、

江

東

区

の

参

加

の

み

な

さ

ん

。

核
兵
器
の
な
い
世
界
め
ざ
し
広
島
へ

─
第
五
福
竜
丸
前
で
平
和
行
進
出
発
式

５月６日

講演する岩見良太郎名誉教授

戦

場

の

島

・

沖

縄

が

問

い

か

け

る

憲

法

と

戦

争

法

「
砂
町
の
会
」
第
２
期
憲
法
学
習
会

５

月

８

日

、

南

砂

区

民

館

で

「

砂

町

の

会

」

が

第

２

期

の

憲

法

学

習

の

つ

ど

い

を

開

催

。

嬉

野

京

子

さ

ん

（

報

道

写

真

家

）

が

「

戦

場

の

島

・

沖

縄

が

問

い

か

け

る

憲

法

と

戦

争

法

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

。

ゲ

ス

ト

に

シ

ー

ル

ズ

琉

球

の

元

山

仁

士

郎

さ

ん

の

ス

ピ

ー

チ

、

参

加

者

は

、

90
名

を

超

え

ま

し

た

。

５・３
憲法集会



東
京
高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
平
ゼ
ミ
）
を
代
表
し
て

小
林
真
実
子
さ
ん
（
高
校
２

年
生
）
志
牟
田
香
帆
さ
ん

（
２
年
）
吉
岡
実
紀
さ
ん

（
３
年
）
が
、
文
科
省
が
18

歳
選
挙
権
の
実
現
に
あ
た
っ

て
政
治
活
動
を
規
制
す
る

通
知
を
出
し
、
校
外
に
お

け
る
政
治
活
動
を
届
け
出

制
に
す
る
こ
と
の
見
解
を

出
し
た
こ
と
に
強
く
反
対

し
ま
す
と
、
高
校
生
ア
ピ
ー

ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
明
日
の
未

来
を
つ
く
る
た
め
に
、
も
っ

と
も
っ
と
多
く
の
高
校
生

と
政
治
に
つ
い
て
学
び
考

え
、
行
動
し
ま
す
」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
東
京
土
建
江

東
支
部
、
年
金
者
組
合
東
京

都
本
部
、
江
東
民
商
、
日
本

共
産
党
の
畔
上
三
和
子
都
議
、

菊
池
幸
江
区
議
、
吉
田
年
男

江
東
地
区
委
員
長
が
来
賓
挨

拶
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
・
運
動
方
針
の

提
案
に
立
っ
た
斎
藤
憲
夫
事

務
局
長
は
冒
頭
「
憲
法
集
会

に
参
加
し
て
、
生
き
て
い
て

良
か
っ
た
と
痛
感
し
た
。
野

党
共
闘
が
実
現
し
自
民
党
政

権
を
打
倒
す
る
展
望
が
出
て

き
た
」
と
述
べ
、
今
期
の
活

動
で
「
初
め
て
『
年
金
の
切

り
下
げ
は
、
憲
法
違
反
だ
』

と
裁
判
に
踏
み
切
っ
た
」
こ

と
、
社
保
協
と
連
携
し
て
学

習
会
や
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、

仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

５
名
の
仲
間
が
増
え
た
と
報

告
し
ま
し
た
。

活
動
方
針
で
は
、
①
８
月

開
催
の
「
日
本
高
齢
者
集
会

in
東
京
」
の
成
功
と
、
仲
間

を
増
や
し
、
２
０
０
０
万
署

名
の
目
標
達
成
と
野
党
共
闘

の
実
現
で
戦
争
法
廃
止
、
消

費
税
増
税
に
反
対
し
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
運
動
な
ど
、
総
合

６
カ
年
計
画
を
総
達
成
し
よ

う
と
提
案
。

採
択
さ
れ
た
総
会
ア
ッ
ピ
ー

ル
は
、
安
倍
政
権
が
強
行
し

た
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

は
憲
法
９
条
を
無
視
し
た
暴

挙
で
あ
り
断
固
抗
議
す
る
。

消
費
税
増
税
、
医
療
、
介
護

保
険
制
度
の
改
悪
を
許
さ
ず
、

無
年
金
者
を
な
く
し
最
低
保

障
年
金
制
度
を
確
立
さ
せ
る
。

そ
の
た
め
に
仲
間
を
増
や
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
経
験
と
英

知
を
結
集
し
て
た
た
か
お
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

1931(昭和６)年９月18日、中国東北部
(満州)で日本軍部により15年戦争が開始
されます。国内は軍需景気にわく一方で、

東北の冷害よる大凶作にみまわれ、国民

は米価の暴騰に苦しめられました。

1932年６月、三河島で400人の民衆が
「米よこせ」とたちあがった運動は、各

地に広がりました。この運動の中心には、

純労働者組合の戸沢仁三郎がいました。

彼は共働社を関東消費組合連盟(関消連）

から日本無産者消費組合連盟(日消連）
に発展させ、本部を大島町２－31におき
ました。

７月２日の国際消費組合デーには関消

連の呼びかけで農林省に米の払い下げを

請願した後、江東職業紹介所向上会、借

家人組合、労農救援会、亀戸託児所など

の人々 で、「江東地区米よこせ会」を結

成。23日に東京地方の会も発足しました。
30日朝、２人の子どもを連れた松田解
子さんなど大島２、３丁目の主婦が大島

町役場に米よこせデモをおこないました。

８・１国際反戦デーには、各地の会が

再度農林省請願をおこない、交渉の末

「６千俵を１升17銭」で払い下げさせま
した。

戦争拡大につれて弾圧が強まり、1937
年に関消連幹部が逮捕されて運動は下火

になりますが、戦後の食糧メーデー（19

46.5.19・30万人）につながります。渋
谷の生協会館に当時の「米よこせ母子像」

があります。

「反戦デモ」の呼びかけに、江東では

夜９時、藤田俊次率いる行動隊 1500人
が亀戸天神から錦糸掘車庫へ行進し、警

察と憲兵隊に123人が検挙されました。
この他にも、錦糸掘の精工舎や東京市役

所前でデモや集会がおこなわれました。

戦時下の厳しい時代に、江東地区を中

心に「米よこせ」と「反戦」の要求が、

不況と満州事変を背景に、一つに結びつ

いて実行されたことは、江東区の歴史に

とって記念すべきことでした。

こ う と う 民 報 ２０１６年 ５月号 №１３８ －２－

概説

（56）

「
米

よ
こ

せ

母

子

像

」

世
界

の

子
ど

も

の
平

和

像
東

京

の

会
・

東

京
高

校

生
平

和

ゼ

ミ

ナ
ー

ル

は
、

５

月
５

日

、
江

東

区

北
砂

の

東
京

大

空
襲

・

戦

災

資
料

セ

ン
タ

ー

で
、

世

界
の

子

ど

も
の

平

和
像

15
周
年

の

つ

ど
い

を

開
催

し

、

60
名

余
が

参
加

し

ま
し

た

。
。

☆

行
事
日
程

☆

○

６
月

５
日（

日

）

（
区
内

14
会
場
）

◆

東

京
土
建

江
東
支

部
「
第
39
回
住
宅
デ
ー

」

○

６
月

８
日（

水

）
12
時

〜

（
東
陽
公
園
）

◆

第
21
回
福
祉
の
花
を
咲
か
せ

よ
う
花
咲
デ
モ

○

６
月

９
日（

木
）

（
区
内
７
駅
ほ
か
１
カ
所

）

◆

第
133
回

９
の

日
宣
伝
行
動

○

６
月

12
日（

日

）
13
時

〜

（
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
）

◆

江
東
民
主
商
工
会
第
71
回
総

会

○

６
月

18
日（

土

）
13
時

30
分

〜
（
産
業
会
館
展
示
室
）

◆

江
東
健
康
友
の
会
総
会

○

６
月

23
日（

木

）
参

院

選

公
示
日

予
定

都
教
組
江
東
支
部
・
女
性
部
が
定
期
大
会

５
月
11
日
、
都
教
組
江
東

支
部
・
女
性
部
の
定
期
大
会

が
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
は
る
み
委
員
長
は
、

管
理
職
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
や
、

職
員
同
士
の
つ
な
が
り
の
悩

み
の
解
決
。
働
き
や
す
い
労

働
環
境
め
ざ
し
て
「
職
場
の

声
」
を
３
１
０
名
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
で
聞
き
取
り
、
区
教

委
へ
改
善
を
要
望
し
た
こ
と
。

「
江
東
の
教
育
を
考
え
る
会
」

を
発
展
さ
せ
「
道
徳
の
教
科

化
」
問
題
や
「
子
ど
も
の
貧

困
と
教
育
格
差
」
の
学
習
会

を
区
民
に
も
呼
び
か
け
た
こ

と
や
「
戦
争
法
廃
止
２
０
０

０
万
統
一
署
名
」
が
取
り
組

ま
れ
、
１
０
７
７
筆
（
５
月

２
日
現
在
）
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

16
年
度
の
運
動
方
針
と
し

て
、
①
ふ
や
そ
う
仲
間
を
、

組
合
活
動
を
工
夫
し
大
き
く
。

②
減
ら
そ
う
長
時
間
労
働
、

の
賃
金
・
退
職
金
の
削
減
を

許
さ
ず
、
健
康
と
生
活
・
権

利
を
守
り
、
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
働
き
や
す
い
職
場

を
。
③
進
め
よ
う
豊
か
な
教

育
を
み
ん
な
で
学
び
、
ど
の

子
も
健
や
か
に
。
④
く
ら
し

と
平
和
、
憲
法
を
守
り
生
か

す
と
り
く
み
を
、
区
労
連
、

区
内
の
働
く
仲
間
や
団
体
と

の
共
同
で
す
す
め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

日
本
年
金
者
組
合
江
東
支
部

第
21
回
定
期
総
会

５

月

15
日

、

砂

町
文

化

セ

ン
タ

ー

で

日
本

年

金

者
組

合

江

東
支

部

の

定

期
総

会

が
開

か

れ

ま
し

た

。

総
会

は

、

活
動

報

告

と
運

動

方

針
、

規

約

の

改
正

、
新

役

員
を

選

出
。

総

会
ア

ピ
ー

ル

を
拍

手

で
採

択

し
ま

し
た

。
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